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＜研究の意義と今後の展開や社会的意義など＞
脳に内在する幹細胞を用いたニューロン再生方法を開発する上で、生後につくられる新しい

ニューロンについての基礎的な理解は欠かせません。今回、これまで未解明であった、移動する
未熟なニューロンの先端構造すなわち成長円錐の機能を明らかにしました。我々が開発に成功し
た、成長円錐の伸展を促進するゼラチン不織布（Genocel🄬＜ジェノセル＞）（バイオマテリア
ル）の移植によって新生ニューロンの移動と機能回復を促進する技術は、新しい再生医療の基盤
となることが期待されます。

＜研究成果＞

本成果は、英国時間2024年３月9日10時に、英国科学誌「Nature Communications（ネイ
チャーコミュニケーションズ）」に掲載されます（日本時間３月9日19時）。

＜研究詳細＞

この研究の詳細につきましては、公立大学法人 名古屋市立大学のHPをご覧ください。

URL：https://www.nagoya-cu.ac.jp/press-news/202403091900/
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名古屋市立大学大学院によるニューロンの
移動に関する研究にGenocel🄬が貢献しました

名古屋市立大学大学院医学研究科脳神経科学研究所を中心とする研究グループは、マウスを
用いた実験により、

① 傷害を受けた脳において、神経細胞からつくられたニューロンが傷害部位に向けて移動す
る際に、成長円錐という構造物が移動のアンテナ、司令塔としてはたらくことを発見しま
した。

② さらに、傷害部位に蓄積したコンドロイチン硫酸をはじめとする阻害物質を成長円錐が感
知すると、移動が止まり神経の再生が阻害されますが、へパラン硫酸を含有させたゼラチ
ン不織布を移植することにより、ニューロンの移動と神経機能の回復を促進し、障害され
た歩行機能を回復させることに成功しました。

ニッケ研究開発センターと株式会社京都医療設計は、連携して改良を重ね最適化したゼラチ
ン不織布（Genocel🄬＜ジェノセル＞）を提供し、本研究に貢献いたしました。
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＜論文タイトル＞
Identification of the growth cone as a driver and probe of neuronal migration in the 
injured brain 
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図：本研究の成果
© 2024 Nakajima et al. Originally published in Nature Communications
DOI番号：10.1038/s41467-024-45825-8

A. 新生ニューロンの先端にある成長円錐（緑色）がコンドロイチン硫酸（茶色）に触れると、成長円錐が退縮
し、ニューロンは移動できない。

B. 新生ニューロン の成長円錐（緑色）がへパラン硫酸（桃色）に触れると、成長円錐が伸展し、ニューロン
が移動できるようになる。

C. 脳傷害部に移植したバイオマテリアルによる効果の概要図。へパラン硫酸を含有させたゼラチン不織布
（Genocel＜ジェノセル＞）（概要図のピンク線、および走査電子顕微鏡像）を脳傷害部に移植すると、新生
ニューロンは成長円錐（緑色）を伸展させて脳の表層部に向かって移動し、マウスの歩行機能を回復させる。治
療を施さないマウスは歩行障害を示し、足が網から滑落する（赤点線丸）。
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≪本件に関する問い合わせ先≫

名古屋市立大学大学院医学研究科脳神経科学研究所

教授 澤本和延

Tel：052-853-8532

Mail: sawamoto@med.nagoya-cu.ac.jp

日本毛織株式会社 研究開発センター

センター長 渡邊国昭

Tel：079-431-2105 

Mail: nrdc@nikke.co.jp

株式会社京都医療設計  

取締役 兼 研究開発部長 山田 博一

Tel：075-594-5598 

Mail: h.yamada@kyoto-mp.co.jp
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